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無線技術を原子力プラントで使用する場合、他設備への電磁ノイズ干渉、電波漏えいによる情報傍受が

懸念される。本システムでは無線の電波分布を一定に制御し、他設備への電波放射及び計画外領域への電

波漏えいを防止する。さらに無線端末の位置が特定でき、作業員の行動把握や工程管理などが可能となる。 
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1. 緒言 

原子力プラントでは、無線化によるケーブル物量の削減、無線端末を用いた点検作

業の効率化、さらには端末の位置情報に基づく作業員及び工程の管理など、無線応用

技術で各種効果が期待できる [1]。しかし、無線技術を適用するには電磁ノイズ干渉や

電波漏えいが懸念される。これを解決するため、通信領域の電波分布を電波伝搬解析

から決定して電波強度を監視制御することで電波分布を維持し、設備での電波強度を

常に目標値（約 24dBm）より低く抑える無線システムを開発している。これまでに原

理検証を行い、5dB 未満の誤差で電波強度を設定できることを確認した。ここではシ

ステム機能の１つである端末位置の特定性能を報告する。 

2. システムの性能確認試験 

電波分布の制御アルゴリズムを図１に示す。電波伝搬解析から電波分布を設定して

11m×10m の領域の四隅にアクセスポイントを配置した。そして、電波強度を監視制

御した状態で電波強度によってアクセスポイントから端末までの距離を求め、3 つの 

のアクセスポイントからの距離を用いて位置を特定する３点測位で端末位置

を測定した。測定結果を図２に示す。電波強度は端末位置での値である。

-69dBm 以上の電波強度での測位誤差が 0.9m となることを確認できた。 

3. 結論 

遮蔽や反射がない 11m×10m の領域において、制御アルゴリズムを用いて

-69dBm 以上の電波強度に制御することで端末位置を 0.9m の誤差で特定でき

る見込みを得た。引き続き、端末位置の情報を用いた無線応用技術を検討する。 
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